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一部又は全部委託

実施・運営
方法

　県河川拡幅用地の内に取り込まれた小牧市の水路の機能復旧ができるための用地を
堤内等で買収する。
　新たに県により施工された水路等の工作物の占用許可を受けると共に、その用地の
管理のため境界明示を実施する。
【委託業務内容】
河川占用許可申請書作成業務の委託　2件(委託料1,837千円）
　新境川：樋管6ケ所　　新造川：樋管1ヶ所
境界杭復元業務の委託　1件(委託料2,310千円）
　境界杭設置：146ヶ所

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

　県河川の拡幅整備に伴い、小牧市の水路敷を付け替えて以前と同等の機能を有する
ようにする。
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判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

　県の実施する事業に伴い、市が実施すべき事業であり、他に類似する事業がないこと
から、廃止すれば県事業の進捗にも大きな影響を及ぼすと考える。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

　県の河川整備計画に応じて水路用地の付替え、周辺施設の改修等を河川工事の進
捗と同調して実施していく必要があるため、県との定期的な協議を行う。

　県の河川事業の内容により、市が実施すべき事業も変わってくるが、県と協議して県
事業を補佐することにより、県事業の進捗が図られることから、現状維持と判断した。

用地購入筆数

占用許可

事業目的の
達成状況

　県が施工する新境川及び新造川の整備に伴い、放流樋管の統合を実施したことによ
り、樋管の規模・構造を変更したので、当該樋管の占用許可を取得するため、図書を作
成し許可を得た。
　また、中江川の拡幅により河川敷内に入った市の水路敷を堤内に付け替えたことで境
界杭を設置して、用地の良好な管理を図った。
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